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五十嵐清先生



薮 重夫先生



巻
頭
の
辞

本
誌
特
集
号
は
、
一
九
八
九
年
(
平
成
元
年
)
三
月
=
二
日
に
停
年
退
官
さ
れ
る
五
十
嵐
清
先
生
お
よ
び
薮
重
夫
先
生
に
捧
げ
る
た
め
に

編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
十
嵐
清
先
生
は
、
一
九
四
八
年
(
昭
和
二
三
年
)
に
東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
を
経
て
、
一
九
五

O
年
(
昭
和
二
五
年
)
に
北
海
道
大
学
法
経
学
部
助
教
授
に
就
任
さ
れ
、
一
九
五
九
年
(
昭
和
三
四
年
)
に
法
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
三
九
年
に
わ
た
り
、
五
十
嵐
先
生
は
、
専
門
課
程
の
比
較
法
、
民
法
、
国
際
私
法
、
教
養
課
程
の
法
学
を
担
当
さ
れ
る
と
と
も

に
、
幅
広
い
研
究
分
野
に
わ
た
る
学
識
と
独
仏
英
露
に
及
ぶ
語
学
力
を
も
っ
て
大
学
院
教
育
に
お
け
る
研
究
者
養
成
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
北
大
法
学
部
か
ら
巣
立
っ
て
行
っ
た
法
学
関
係
の
研
究
者
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
五
十
嵐
先
生
の
ご
指
導
と
ご
薫
陶
を
受

け
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
法
学
部
生
の
課
外
活
動
と
し
て
伝
統
を
有
す
る
法
律
相
談
室
の
顧
問
を
当
初
よ
り

引
き
受
け
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
今
日
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
法
律
実
務
家
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
生
の
ス
ラ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
と
し
て
の
ご
貢
献
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
五
十
嵐
先
生
の
尼
大
な
研
究
業
績
の
特
色
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

誌
特
集
号
下
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
川
助
教
授
の
解
説
に
譲
り
ま
す
が
、
比
較
法
お
よ
び
比
較
民
法
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
学
界
に
大

き
な
足
跡
を
遣
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

薮
重
夫
先
生
は
、
一
九
五

O
年
(
昭
和
二
五
年
)
に
北
海
道
大
学
法
文
学
部
法
律
学
科
の
一
期
生
と
し
て
卒
業
後
、
北
海
道
大
学
大
学
院

特
別
研
究
生
、
北
海
道
大
学
法
学
部
助
手
な
ど
を
経
て
、
一
九
五
七
年
(
昭
和
三
二
年
)
に
助
教
授
に
就
任
さ
れ
、
一
九
六
二
年
(
昭
和
三

七
年
)
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
薮
先
生
は
、
専
門
課
程
の
民
法
、
教
養
課
程
の
法
学
を
担
当
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
院



に
お
い
て
民
法
研
究
者
を
養
成
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
、
先
生
が
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
ら
れ
た
初
期
と
最
後
の
一

0
年
間

は
、
教
養
部
の
教
育
に
情
熱
を
注
が
れ
ま
し
た
。
薮
先
生
が
明
断
な
頭
脳
に
よ
っ
て
明
快
で
分
か
り
易
い
講
義
を
さ
れ
る
と
い
う
定
評
は
、

三
O
数
年
間
一
貫
し
て
変
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
薮
先
生
は
、
一
九
八
一
年
(
昭
和
五
六
年
)
か
ら
二
期
四
年
間
に
わ
た
っ

て
教
養
部
長
の
激
職
に
就
か
れ
、
北
海
道
大
学
の
教
養
教
育
の
充
実
に
卓
抜
し
た
行
動
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
生
が
地
域
の

各
種
審
議
会
に
学
識
経
験
者
と
し
て
参
加
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
薮
先
生
の

研
究
業
績
の
特
色
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
田
助
教
授
の
解
説
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
民
法
の
基
本
的
問
題
に
対
す
る
洞
察
と
法
的

紛
争
の
具
体
的
解
決
に
対
す
る
合
理
的
思
考
に
富
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

薮
先
生
が
法
文
学
部
一
期
生
と
し
て
卒
業
さ
れ
た
年
の
四
月
に
、
法
文
学
部
は
法
経
学
部
と
文
学
部
に
分
離
し
、
そ
の
法
経
学
部
助
教
授

に
五
十
嵐
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
法
経
学
部
法
律
学
科
は
、
法
律
学
二
一
講
座
、
政
治
学
一
講
座
の
と
こ
ろ
、
専
任
教
官
が
八

名
し
か
お
ら
ず
、
な
お
転
出
者
が
あ
り
、
教
官
不
足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
部
の
充
実
は
何
よ
り
も
先
ず
教
官
人
事

と
図
書
の
充
実
で
あ
る
と
い
う
学
部
の
方
針
が
確
立
さ
れ
で
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
五
十
嵐
先
生
は
、
一
九
六
六
年
(
昭
和

四
一
年
)
一
月
か
ら
二
年
間
、
薮
先
生
は
、
一
九
六
九
年
(
昭
和
四
四
年
)
一
一
一
月
か
ら
二
年
間
、
学
部
長
職
に
就
か
れ
、
学
部
の
充
実
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
北
海
道
大
学
法
学
部
が
教
授
、
助
教
授
総
数
回
九
名
と
い
う
教
官
ス
タ
ッ
フ
を
擁
す
る
全
国
有
数
の
法
学
部
に

成
長
し
ま
し
た
こ
と
は
、
草
創
期
の
苦
し
み
を
経
験
さ
れ
、
法
学
部
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
五
十
嵐
先
生
、
薮
先
生
の
ご
苦
労
に
対
す
る
最
大

の
銭
け
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
九
年
(
平
成
元
年
)
三
月

北
海
道
大
学
法
学
部
長

中

村

睦

男


